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 この論文は絵本を通じた他社とのかかわりが、子供の自己成長にどう影響しているかをドー

ナッツ理論にそって論じている。 

 ドーナッツ理論とは、自己と他者の相互関係の全体像が分かるように円状に図式化した

ものである。「自己」が発展していくとき、その人の身になってくれる人(母親など)との出

会いが不可欠であり、それを通して次第に活動している社会・文化の世界を把握できるよ

うになるというものだ。 

 このドーナツ理論を用いて、対象者に抽出して調査を行った。結果としては、やはり、

絵本を通じた「自己」の成長に、その人の身になってくれる人の存在、また絵本や図書館

の思い出は、他社と共感しあえる豊かな経験であったといえる。 

 この論文の課題として、筆者はサンプルセレクションバイアスを上げている。 


